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Ⅱ 研修事業の概要 

平成 23(2011)年度かながわ自治体の国際政策研究会 研修会  

 

 

平成 23(2011)年８月 26日（金）13:30～17:10 

地球市民かながわプラザ大・中会議室 

 

次第 

 

挨拶(13:30～13:35) 

   

【【【【第第第第１１１１部部部部】】】】テーマ「地域における日本語教育の体制整備」 

１ 講演(13:35～14:20) 

講師:西原 鈴子 氏 

（元東京女子大学教授、文化審議会国語分科会日本語教育小委員会主査） 

 

２ パネルディスカッション(14:25～15:25) 

  ファシリテーター：坂内 泰子 氏(県立国際言語文化アカデミア教授) 

  パネリスト：中野 恵子 氏(平塚市通訳・翻訳ボランティアバンクコーディネータ、平塚市文化 

振興委員会委員) 

        船越 英一 氏（大和市文化スポーツ部 国際・男女共同参画課 国際・男女共同参画

担当主幹兼係長）  

        山田 敦子 氏 (公益財団法人横浜市国際交流協会日本語コーディネーター) 

コメンテーター：西原 鈴子 氏 

 

３ 質疑応答(15：25～15：40) 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝(休憩 15:40 ～ 15:55 )＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

【【【【第第第第２２２２部部部部】】】】テーマ：「やさしい日本語」 

     講義及び演習(15:55～17:10) 

  講師：松本 義弘 氏 

(横須賀市政策推進部国際交流課 上席課長／地域国際化推進アドバイザー) 

 

配布資料 ※※※※本年次報告書本年次報告書本年次報告書本年次報告書にはにはにはには、、、、配付資料配付資料配付資料配付資料１１１１、、、、２２２２----１１１１、、、、２２２２----３３３３、、、、２２２２----４４４４のみのみのみのみ添付添付添付添付 

１   講演資料 

２-１ PD 資料(中野 恵子 氏) 

２-２ PD 資料(船越 英一氏) 

２-３ PD 資料(山田 敦子 氏) 

２-４ PD 資料(坂内 泰子 氏) 

３   第２部やさしい日本語レジュメ 

４   研修会出演者プロフィール 
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日本語ボランティア教室 平塚の場合 2011年8月26日 中野恵子 

１ 平塚市国際交流協会（HIEA） 

① HIEAは94年（平成6年）4月に発足。10月から日本語（土曜）教室が始まる。

その後日本語ボランティア養成講座が順次開かれ、教室も増え、現在は昼間

３教室、夜４教室、７教室が開かれている。資料：日本語教室のご案内 

 

②  学習はレベル別にグループに分かれている教室、あるいはボラと学習者が 

対/対、person to personの教室とまちまち。 

 

③ テキストは７教室で統一ということはなく、各教室が選びその教室内でも

個々に違う教材を使うこともある。（例えば日本語能力テスト、漢字，種々

の資格/免許取得のための学習など） 

 

④ 木曜夜の漢字教室は、ブラジルの青年の要求で９８年から始まり、漢字検定

の問題集を中心に学習。 

 

⑤ 実施回数 ０９年/２４０回  １０年/２３８回  （１月から１２月） 

学習者数     ４０４名      ２６２名（各教室に重複者あり） 

学習者の国籍    ２７カ国      ３２カ国 

０９年/１０年 （重複・延べ人数） 

中国９７名/７１名 ブラジル５２名/９名 フィリピン３０名/２４名  

ベトナム２８名/４名 ボリビア３３名/２名 韓国２４名/９名     

ペルー２３名/６名 ロシア１７名/２６名 台湾１７名/９名  

インドネシア１３名/２７名  カンボジア１２名/８名 ほか 

 

⑥１１年１月から６月 （東日本大震災後、３月４月休講あり） 

  実施回数 ９５回  学習者延べ人数 ２４９名 

２ 平塚市の外国人登録者数の推移 

1989年  90年  99年  2001年   04年  09年  11年7月 

239千人   242  253    254   256   260   260（人口） 

1427人  2072人  3735人  4314人  5066人  4870人 4493人  

168人に1人 117人  65人   59人   55人   53人  55人  

 

資料２－１ 
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３ 国籍別人数の推移  

89年  90年  99年  01年  04年  09年  11年 

ブラジル   289   699  1061  1197  1293  1229  957   

朝鮮・韓国  466   515  523   535  550   461  446 

フィリピン  137   180  516   648  831   693  688 

中国     209   224  338   434  511   685  716 

ペルー    12    43  220   233  256   253  222 

ボリビア   13    26  168   239  294   308  246 

４ インタナショナル･ナパサ 資料：FM湘南ナパサ タイムテーブル 

① 94年10月から始まった教室で、学習者が日本語で生活情報の交換。内容は 

市の広報で間に合うこともある。出稼ぎといわれ、３Kで12時間労働をする納

税者に対して情報が届いていないのは不公平。そこで広報の中から必要情報

を、英語、ポルトガル語、スペイン語で録音。同年7月から開局のFM湘南ナパ

サへ持参し外国語放送を提案。11月12月と試行錯誤を繰り返し、95年1月から

１０言語（ポルトガル語、スペイン語、英語、中国語、韓国語、カンボジア

語、ラオス語、ベトナム語、タガログ語、ペルシャ語）で番組が始まった。

なお、いざという時のためにキャスターはその言語を母語とする人にお願い

している。 

１月１日には国際電話でアメリカ、ブラジル、メキシコと新年の挨拶の交換。

１クール終わったばかりの１７日には阪神淡路大地震が発生。この番組の意

義を改めて確認しあった。 

② 東日本大震災のあとのインタの原稿  資料：3月15日、4月12日放送文 

５ これからの課題  

①  HIEAは通訳/翻訳部会、ホームステイ部会、編集部会など５部会と1委員会 

で構成され、催しものなど年にいくつかの事業がある。それらに学習者とい

っしょに参加してほしいが、毎週の教室のほかにまでは時間を割けない、と

のこと。教室責任者・日本語部会役員がしょってしまいがち。 

② 同じ理由で７教室で話し合う事が少ない。教室責任者会議は年に3回。 

スタッフは延べ人数で70名近い。防災など学習者・スタッフと連携し多文化

共生、より暮らしやすいまちづくりを学習者とともに考え進めていきたい。 

③ ボランティアの中には交通費が手当されればありがたいという声がある。 

④ 生活面でも（日本語だけでなく）外国籍市民が平塚に住んでよかったと思え 

るために智恵、ヒントを交わせるようなつながりを作っていきたい。 
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インタナショナル･ナパサ 3 月 15 日放送 

 

１） FM 湘南ナパサでは災害時に備えて送信所にはバッテリーによる予備電源設備を有しています。そのため、

停電の場合でも放送を続ける事ができますが、予備電源の容量を超えると放送ができなくなります。ご

理解をお願いします。 また、計画停電のため通常のプログラムは当分お休みとします。 

 

２） 地震に関してはチェーンメール、電子掲示板、ミニブログなどで誤った情 

報が流れています。行政の情報、ラジオ、テレビで正しい情報をつかんで行動してください。 

 

３） 今回の地震の影響で電気が不足しているため、日本政府は５つのゾーンに分けた計画停電を実施してい

ます。詳細についてはお聞きの放送局または東京電力のホームページでご覧ください。 

なお、停電時は信号もつかなくなりますので、車を運転される方は十分注意して運転をしてください。

ご協力をお願いします。 

 

４）ガス会社からのお願いです。 

停電時にはガス器具の操作を誤る恐れがありますので、湯沸かし器、暖房機器などのガス器具をご利用

の際は十分な換気をして、ガス中毒にならないよう気をつけてください。 

 

５）日本語教室の一部がお休みになります。 

① 水曜日・金曜日の夜、松原分庁舎 

② 水曜日・土曜日の夜、ひらつか市民活動センター 

③ 青少年会館、市民活動センター、公民館、松原分庁舎の夜の教室 

④ ひらつか市民活動センターの水曜日の昼の教室 

⑤ ほかの昼の日本語教室は開催しています。 

 

５） 市の窓口業務ほか 

・市の施設の証明書発行窓口は、受付はできますが、停電時間中は発行を停止します。 

・市の施設はすべて午後 5 時までです。 

・休日・夜間診療所は通常通り開設しますが、停電時間の状況により休診となる場合があります。 

・休館する施設 

 美術館、博物館、図書館（中央、北、、西、南）、総合体育館、総合体育館室内プール、ひらつかアリーナ、

市民センター、中央公民館ホール、福祉施設 

・中止する行事、イベント 

 3 月 20 日の湘南ひらつかふれあいマーケット 

 3 月 13 日の第五回ひらつかワールドフェア２０１１ 

・市民病院の外来、入院などの受付は通常通りです。 

・ゴミ収集は通常通りです。 

・小学校、中学校の授業などは通常通りです。 
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インタナショナルインタナショナルインタナショナルインタナショナル････ナパサナパサナパサナパサ    原稿原稿原稿原稿    ４４４４月月月月 12121212 日日日日    

 

今日は地震についてお伝えします。 

３月１１日には東北地方を中心とした大きな地震と津波が起き大きな被害をもたらしました。地震はい

つどこで起こるか分かりません。今日は地震への対応についてお伝えしたいと思います。 

 

１）最初に地震が起きる前にしておくべき事について２つお話します。 

(I) 地震が起きた時に、全ての家族が慌てずに行動出来る様に、普段から家族の間でそれぞれが何をす

べきかについて決めておきましょう。特に地震の際には電話が通じにくくなり、電車やバス等の交

通手段がほとんど無くなる事を想定して、家族が連絡する方法や落ち合う場所などについて話し合

いましょう。 

(II) 地震の際倒れる可能性のある大きな家具や重い家具には転倒防止用の留め金をつけましょう。ホ

ームセンターなどで売っています。又地震の際に必要となる消火器、懐中電灯、ラジオ，薬等を決

まった場所に準備しておきましょう。 

 

２） 次は地震が起きた時に取るべき行動について７つお話します。 

(I) 地震の揺れを感じたたら、まず丈夫な机やテーブルなどの下に身をかくしましょう。布団や毛布、ク

ッションなどがあればそれで頭を覆って守りましょう。 

(II) 地震が起きた時には、玄関などの扉を一箇所開けて、脱出口を確保することです。これは地震により

家がゆがみ玄関の扉が開かなくなることがあるためです。 

(III) 地震が起きた時すぐに外に出るのは大変危険です。大きな揺れは短い時間で収まりますのでまずは

周囲の状況を確かめてから次の行動をしましょう。 

 (IV) 強い地震を感じた時や、弱い地震でも長い時間ゆっくりとした揺れを 

感じたときには津波の可能性があります。直ちに海から離れ少しでも 

高い場所に避難しましょう。ラジオやテレビの津波の情報に注意して下 

さい。 

(V) 地震の際にはガス器具、ストーブなどはすぐに消し同時に電気やガスの元栓もかならず閉めましょう。 

(VI) 車を運転している時はまずは道路の左側又は近くの空き地に車を止めエンジンも止めラジオをつけ

て地震の状況を聴きましょう。但しブレーキをかける時には後ろの車に十分注意してかけましょう。 

(VII) 地震や津波で家を離れて避難する場合には、車ではなく必ず徒歩で避難しましょう。荷物は必要

最低限の物とし事前に事前に準備しておきましょう。 

 

３） デマに惑わされないようにしてください。ラジオやテレビあるいは自治体の 

放送等で地震の情報に十分注意しまし、地震の恐れがある時は少しでも高い 

場所又は高いビルに避難しましょう。 

 

４）計画停電などのため中止されていた夜の日本語教室は来週から再開されます。 

 ただし、水曜日の昼の教室は 4 月末までお休みします。 



平成23年度かながわ自治体の国際政策研究会 研修会

地域の生活・日本語学習支援

システム構築に向けて

横浜市中区

なか国際交流ラウンジの取り組み

2011年8月26日

公益財団法人横浜市国際交流協会（YOKE）

日本語学習コーディネーター山田敦子

中区の特徴

• 外国人集住地域 9人に一人が外国籍

15499人（10.59% H23.7月末）

上位五か国：中国、韓国、フィリピン、米国、インド

• 外国人コミュニティ
（横浜華僑総会、YC&AC、在日本大韓民国民団など）

• 外国人学校、国際的な機関、外資系企業

日本語学習環境

• ボランティア日本語教室８つ
• 日本語学校4つ

2

なか国際交流ラウンジ

2008年10月開設（中区役所よりYOKEが運営受託）

１．情報提供（日・中・英）

２．多文化共生事業

（１）国際理解セミナー

（２）外国人生徒のための学習支援事業

（３）日本語学習支援事業日本語学習支援事業日本語学習支援事業日本語学習支援事業

・・・・ボランティアボランティアボランティアボランティア日本語教室日本語教室日本語教室日本語教室とのとのとのとの連携連携連携連携

・・・・初期日本語教室初期日本語教室初期日本語教室初期日本語教室のののの開催開催開催開催

3

ボランティア日本語教室との連携

• ボランティア日本語教室ヒアリング
• 情報交換会
• ボランティア研修講座
• 教材整備
• 日本語ボランティアのための相談窓口
• 広報協力

HPへの掲載（教室情報提供）

中区内ボランティア日本語教室マップ作成（中・英）

ラウンジ主催

日本語教室開講

2009年11月～

4

顔が見える関係づくり

初期日本語教室の開催

• 入門・初級前半レベル
• 週2回

• グループレッスン
• 受講上限60回90時間

（1コース30回×２）

◆区役所との連携を重視

5

目的：来日間もない外国人区民への

初期日本語学習支援

（長期滞在者の日本語学習の入り口をサポート）

区役所との連携

・・・・生活情報提供生活情報提供生活情報提供生活情報提供（（（（ラウンジラウンジラウンジラウンジ相談相談相談相談スタッフスタッフスタッフスタッフとととと学習者学習者学習者学習者をををを繋繋繋繋ぐぐぐぐ））））

・・・・ごみごみごみごみ分別講習分別講習分別講習分別講習（（（（資源循環局資源循環局資源循環局資源循環局））））

・・・・通報体験通報体験通報体験通報体験（（（（中消防署中消防署中消防署中消防署））））

・・・・防災講座防災講座防災講座防災講座（（（（区役所区役所区役所区役所））））

6

オリエンテーション機能を持つ初期日本語教室

ボランティア日本語教室へ繋ぐ



中区役所

地域振興課

外国人登録窓口

国際サービス員（英・中）

なかラウンジ

相談スタッフ（英・中）

行政連携のごみ分別、通報体験、防災講座

ボランティア教室マップ

（英・中）

日本語学習相談

生活相談

外国人

初期日本語教室

情報交換会

研修講座

リソース教材

ボランティアのための

相談窓口

多言語広報誌

ウェルカムキット

の配布

教室の場所確

保の便宜供与

など

ボランティア日本語教室

連携連携連携連携ががががカギカギカギカギ
7

≪大事な視点≫

・入口で（行政窓口で）最低限の情報を提供する

仕組み作り

・「地域づくり」につながる日本語教室

≪課題≫

• 外国人当事者が参画できる仕組み

• ボランティア日本語教室との協働の取り組み

8
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平成 23 年度かながわ自治体の国際政策研究会 研修会 

出前版「外国籍県民のためのはじめての日本語」講座 ご紹介 

神奈川県立国際言語文化アカデミア 坂内泰子 

 

 

１．平成 22 年秋 ゼロ・ビギナー対象講座（1 回 2 時間、週 2 回×5＝全 20 時間）の試行

場所を探しているとき、厚木保健福祉事務所との出会い。       

→ 外国人生活困窮者対象に開催 

    受講者の人選は厚木保健福祉事務所 

 

２．平成 22 年度実施概要 

教員 2 名（メインとサブ）が愛川町へ出張して実施。会場は公民館。 

  10 月 27 日から 12 月７日まで 

  22 年度学習者 10 名（男性 6 名、女性 4 名）すべてスペイン語話者 

平均年齢 46.8 歳（30 代 3 名、40 代 2 名、50 代 4 名、60 代 1 名） 

         半数は 10 年以上の滞日歴 

 

３．自立支援としての日本語教室 

「就労による経済的自立のための支援（就労自立支援）のみならず、それぞれの被

保護者の能力やその抱える問題等に応じ、身体や精神の健康を回復・維持し、自分

で自分の健康・生活管理を行うなど日常生活において自立した生活を送るための支

援（日常生活自立支援）や社会的なつながりを回復・維持するなど社会生活におけ

る自立の支援（社会生活自立支援）を含むものである。」    

（厚労省 2004 年 12 月 「生活保護の在り方に関する専門委員会報告書」より） 

 

          元気になれる学びの場 

          日本語の学びを通して得られる自信 

          権力性のない人間関係 

 

４．日本語学習の場として 

    既有の日本語の断片を整理して少しでも運用力を上げること。 

    識字。 

     ①学習者にとって現実的な場面   

     ②学習者側から発信可能な話題  

     ③生活情報の提供。 

資料２－４ 
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この間、厚木保健福祉事務所では、日本語学習を、外国人被保護者等に対し、外国人支援

に対するノウハウのある関係機関等と連携を図りながら実施する「自立支援プログラム」

の一部として事業化。 

 

５．事業の成果 

就職(2 名)  就職寸前（1 名） 

厚労省日系人就労支援日本語講座に参加（1 名） 

    地域日本語教室に参加（4 名） 

    地元自治会へ加入意欲（1 名） 

 

６．平成 23 年度事業概要  

6 月 1 日から 7 月 6 日まで （1 回 2 時間、週 2 回×5＝全 20 時間） 

厚木保健福祉事務所の「自立支援プログラム」の中で、国際言語文化アカデミアの「外

国籍県民のためのはじめての日本語」講座は、日本語学習への意識向上と初歩的な運

用を目的とした「ステップ１」という位置づけ。 

会場は前回と同じだが、愛川町のご提供。 

 

  23 年度学習者 ： 12 名（継続６名、新規６名、ただし新規の２名は結局参加断念。） 

           男性 5 名、女性７名 すべてスペイン語話者 

平均年齢 49.7 歳 

（20 代 1 名、30 代 3 名、40 代 2 名、50 代 2 名、60 代 2 名、70 代 2 名） 

 

「ステップ２」として、７月 27 日から日系人支援のノウハウを持つ NPO に依頼し、継続

的な日本語学習を行っている。（全 50 回、会場は継続して愛川町ご提供。） 

「ステップ３」として、厚労省の日系人就労支援の日本語教室等への参加を勧めて就労に

近づける計画。 

 

７．今後の課題 

  「ステップ１」および「ステップ２」の担当者間の情報共有。 

  年代別の課題への対応。 

地元の受け入れ体制（ボランティア日本語教室、自治会など）との連携。 
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                    平成平成平成平成 23232323 年度年度年度年度かながわかながわかながわかながわ自治体自治体自治体自治体のののの国際政策研究会国際政策研究会国際政策研究会国際政策研究会    研修会研修会研修会研修会    記録記録記録記録    

    

    

【【【【第第第第１１１１部部部部】】】】テーマ「地域における日本語教育の体制整備」 

１ 講演 

講師:西原 鈴子 氏 

（元東京女子大学教授、文化審議会国語分科会日本語教育小委員会主査） 

２ パネルディスカッション 

  ファシリテーター：坂内 泰子 氏(県立国際言語文化アカデミア教授) 

  パネリスト：中野 恵子 氏(平塚市通訳・翻訳ボランティアバンクコーディネー 

タ、平塚市文化振興委員会委員) 

        船越 英一 氏（大和市文化スポーツ部 国際・男女共同参画課国際・

男女共同参画担当主幹兼係長）  

        山田 敦子 氏 (公益財団法人横浜市国際交流協会日本語学習コーデ

ィネーター) 

コメンテーター：西原 鈴子 氏 

３ 質疑応答 

※記録は、次ページ以降に記載。 

 

 

【【【【第第第第２２２２部部部部】】】】テーマ：「やさしい日本語」 

     講義及び演習(15:55～17:10) 

  講師：松本 義弘 氏 

(横須賀市政策推進部国際交流課 上席課長／地域国際化推進アドバイザー) 

 

研修会参加者がグループに分かれ、災害時にも有効とされる「やさしい日本語」に

ついて講義及び演習（個人･グループワーク）を通して学んだ。 

講義では、「やさしい日本語」の成り立ちや特徴について、また、横須賀国際交流

協会の新倉千草 氏より東日本大震災の際の支援経験についてもお話いただき、「やさ

しい日本語」の有効性について共有した。 

演習では、実際に災害時に使われる用語･文章を「やさしい日本語」に変換する練

習を行った。グループワークにおいては、会場を避難所に見立て、想像力を働かせな

がら、参加者全体で「やさしい日本語」による情報提供について取り組んだ。 
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平成２３年度かながわ自治体の国際政策研究会 研修会 第１部記録 

 

  

テーテーテーテーママママ「「「「地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける日本語教育日本語教育日本語教育日本語教育のののの体制整備体制整備体制整備体制整備」」」」    

１１１１    講演講演講演講演    

講師：西原 鈴子 氏 

（元東京女子大学教授、文化審議会国語分科会日本語教育小委員会主査） 

 

 今日は、「地域における日本語教育の体制整備」ということで、特に、「役割分担と連

携」というテーマでお話をしますが、ポイントが四つございます。一つ目は、地域に関連

する国の事業ということで、四つの省庁が、どのようなことを最近提案しているかについ

てご紹介します。二つ目は、それに関連して、地域独自の課題に触れます。三つ目は、文

化庁国語課で、生活者としての外国人に対する日本語教育というテーマでこの４、５年取

り組んでいて、そこで役割分担について書かれている報告書を出しておりますので、その

ことに関連してお話をいたします。そして最後には日本語教育関係者の課題についてお話

いたします。 

 

日本日本日本日本のののの人口構造人口構造人口構造人口構造とととと未来像未来像未来像未来像    

 これはもう散々語られていることではありますが、１５歳から６４歳までの生産年齢人

口が非常に少なくなるという未来と、子どもが生まれなくなるという未来、それからもう

一つ大切なのは、年寄りが増えていくということです。厚生労働省が出している図による

と、２０５５年になると、生産年齢にあたる人１人が６５歳以上の人１.３人を支えると

いうことになります。これは実はかなり甘い予測でありまして、最近出ている予測ではも

う少し厳しい予測になっています。２０５５年に生産年齢人口にまだ入っていれば、かな

りの税金を払わなければいけないということになります。そうするともしかしたら、人口

が減っていくだけではなくて、その生産年齢の人たちが国外へ脱出するのではないかとい

うようなことまで予測されているような未来です。 

そうしますと、このギャップをどう埋めるか、単純には移民を入れてというようなこ

とが議論されていますし、2008 年、経団連が人口減少と日本の社会というようなことで

報告書をだしました。そこには経団連が初めて移民という言葉を使い、これは日本型のと

いう形容詞がついていて、その欧州の轍を踏まないというようなことが非常に丁寧に書か

れています。とにかく人を入れて、この生産年齢人口の部分をなんとかして補うというこ

とが、移民という言葉で語られなくても、現実味を帯びてきているということが今の社会

ではないかと思います。 

今までは、女性一人が一生に産む子どもの数が減っているということで生産年齢の人

たちが減ってきていた訳ですが、この２０５５年というのは、そこでもう既に減った母数
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の女性たちが子どもを産むをということなので、どんどん減っていくということが簡単に

予測できると思います。こういうことがあり、外国人問題を考える時に、我々がどうしな

くてはいけないのかということが連動して現れてくると思います。 

 

出入国管理行政出入国管理行政出入国管理行政出入国管理行政のののの在在在在りりりり方方方方((((「「「「第第第第５５５５次出入国管理政策懇談会報告書次出入国管理政策懇談会報告書次出入国管理政策懇談会報告書次出入国管理政策懇談会報告書」」」」のののの概要概要概要概要))))    

 そして、２０１０年１月の終わりに法務省の出入国管理政策懇談会の報告書が出されま

した。そのポイントを申し上げます。移民というとなんとなく３K（きつい・汚い・危

険）の仕事をする人に入ってきてもらって、経済の安全弁のようにして来たり帰ったりし

てもらうということを考えがちですけれども、ここでは、社会の中核を形成して、そして

経済･社会活動の中心になるような人にどんどん来てもらいましょう、ということになっ

ています。また、それを社会がきちっと受け入れましょう、ということになっています。

少子高齢化人口減少時代を迎えた我が国において、まずは高度人材をはじめとする専門分

野の人材の積極的な受け入れをする。そして我が国の将来や社会のあり方そのものに関わ

る外国人の受け入れについて、国民各層の意見の集約を図る場の設置が必要だといってい

ます。 

 

アジアアジアアジアアジア人財人財人財人財資金構想資金構想資金構想資金構想    

 その次に、これは経済産業省ですが、アジア人財資金構想というものがもう既に走って

おりまして、大学院を中心として、かなりお金をつぎ込んで展開しております。これは特

にアジアの優秀な留学生を日本に呼んで来て、レベルの高いディスカッションをし、イン

ターンをやってもらい、そして就職してもらう。あるいは帰国したとしても、そのバイラ

テラルな二国間の関係を改善できるような人材として育ってもらいましょう、ということ

です。これは先程も申し上げました高度人材です。つまり日本社会の中核に入ってきて活

躍してくれる人、あるいは日本との架け橋人材として、高度な活躍をしてくれる人を育て

ようということです。 

 

留学生留学生留学生留学生３０３０３０３０万人計画万人計画万人計画万人計画    

 次に、文部科学省を中心とした留学生３０万人計画についてです。２０２０年に３０万

人留学生を目指すということですが、今の入管法が改正されまして、就学生と言われた人

たちも留学生というカテゴリーに勘定できるようになり、実はもう留学生は２０万人いま

す。ですから、２０２０年に３０万人というのは数的には決して難しいことではない訳で

す。その数はさることながら、どういうことが目論まれているかというと、今までは日本

語学校というものがありまして、まず日本に来てもらって、日本語を勉強してもらい、そ

の後入試を受けてもらって、日本の高等教育機関・専門学校に入ってもらう。このような

二段階方式で留学生を受け入れていました。これからは直に、しかも省庁がいろいろと連

携してワンストップサービスで留学生を勧誘し、直に入学許可を海外でもらって受け入れ
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ましょう、というようなことになっています。 

また、大学のグローバル化について、これは「英語ができないと仕事ができない」と

いったことがよく大学で囁かれるようになりまして、かなり多くのお金を入れて、英語だ

けで卒業できるような大学の制度を作りましょうということで、グローバル３０というス

ローガンがたちました。ですがお金が足りなくなり、グローバル３０ではなくてグローバ

ル１３で１３の大学に留まっています。全部英語で卒業してもらえるようにして、日本語

ができないけれど、頭の良い留学生を積極的に直接受け入れ、その受け入れ環境作りとし

て、宿舎や奨学金を充実させる、そこに協力体制を作りましょうとなっていきます。地域

として注目すべきなのは、これが少し矛盾ですが、英語だけで卒業･修了してもらった人

たちが、日本の地域に就職し、そして定着して帰化してくれるというようなことを目論む

とすれば、日本語ができなければ仕方ないですよね。大学でも授業は全部英語でやってい

ますが、実験室の中まで全部英語かというと、そのグローバル１３のところでも、そこま

ではいっていません。日本語なしには日本に定着できない。そこで地域はどうするかとい

うことに課題があるということを申し上げておきたいと思います。 

 

在留資格別外国人登録者数在留資格別外国人登録者数在留資格別外国人登録者数在留資格別外国人登録者数のののの推移推移推移推移    

その次に、昨年(２０１０年)末の在留資格別の外国人登録者数の推移です。リーマンシ

ョック以降外国人が帰ってしまった、と言う地域が結構ありますが、数的にはそれほど激

しく減っている訳ではありません。    

 私は、難民の受け入れや審査などにも関係していますが、そういうところでは、例えば

１００人近いミャンマー人が被災地へ炊き出しにいって歓迎されたり、というようなこと

も起こっています。その人たちは、「とにかく帰れる人は帰ってしまうかも知れないけれ

ども、自分たちは日本に腰を据えているということを震災後改めて自覚した」ということ

でした。オニギリ・パン・ミルクだけで暮らしてた人たちにとっては、エスニックな料理

をたくさん振舞われるということは、非常に嬉しいことであったというようなことが報告

されています。 

在留資格別の外国人登録者数について、注目していただきたいのは、留学生が９.４パ

ーセント、２０万人ぐらいおります。日本人の配偶者も９.２パーセントいます。それか

ら定住者というのは、日系人の方々を中心として１９９０年の入管法の改正で日本に入っ

てらした方々が中心ですが、こちらも９.１パーセントいます。つまり留学生２０万人、

配偶者２０万人、そして日系人を中心とする定住者２０万人という構成が、永住者のほか

に既にあります。 

先ほど、新しい高度人材の受け入れとして画策していることを省庁の報告書から拾っ

て申し上げました。けれども、そうではない人たちも地域にいます。出て行く可能性のな

い人たちがたくさんいるんだということが地域にとっての、特に日本語教育又は日本語コ

ミュニケーション、地域への定住というようなことを考える時の課題だと思います。 
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永住者は９６万人、そして家族滞在という在留資格で来る人たちが１２万人、そして

国際結婚の配偶者が２０万人います。国際結婚は、じわじわと増えています。厚生労働省

の人口統計を見てみますと、国内で結婚する人が年間大体７０万組いるそうです。そのう

ち国際結婚が３万５千組、５パーセントということは、日本中で１年に結婚する人の２０

組に１組が国際結婚だということです。そして、この国際結婚という人たちの周辺には配

偶者の「連れ子」、この人たちは認知して養子縁組をすると日本国籍になります。そのた

め外国人人口に入るかは入らないかはその立場によって随分違います。それから、日本人

の婚外子です。 

そして難民が約１万人います。１万人というのは日本がコミットした数です。この人

たちは年に何回か、何人か受け入れられ、この間はミャンマーの国境から年間３０人では

ありましたけれども直に受け入れています。この方々は新しい目玉政策の対象になりませ

ん。地域から出て行くことのない方々で、この方々は地域で受け止めて支えてくださらな

いと、どうにも仕様がないと思います。そういった方々に対して日本語教育の連携という

視点から日本語教育をどうするか、というお話です。 

 

日本語教育日本語教育日本語教育日本語教育にににに関関関関するするするする国国国国････地域地域地域地域のののの連携連携連携連携    

文化庁国語課が出しました報告書の中に、国・都道府県・地域の仕事が書いてありま

す。国は日本語教育の目標及び標準的な内容、方法及び体制整理の在り方、人材の養成、

それから日本語能力や指導力の評価方法などについて指針を出す。各都道府県は域内で実

情に応じて日本語教育の体制内容を検討・調整する。市町村は、現地の実情に沿って付帯

的に編成･実施するといった３段階で、国の役割、都道府県の役割、市町村の役割が書か

れています。 

 

「「「「生活者生活者生活者生活者としてのとしてのとしてのとしての外国人外国人外国人外国人」」」」にににに必要必要必要必要なななな日本語日本語日本語日本語のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ    

生活者としての外国人に必要な日本語の位置づけについてですが、留学生であれ、日

系の定住者であれ、それから専門職として日本にやってくる人たちであれ、みんな生活者

としての側面を持っています。その方々に対する日本語のカリキュラムというものがあっ

てしかるべきであろうということになります。どうして生活者としての外国人に対する日

本語教育がなければならないかというと、目的としては、外国人が日本語で意思疎通を図

り、生活できるようになることです。そして目標としては、健康かつ安全に生活を送る、

自立した生活を送る、社会の一員として相互理解を図りつつ生活を送る、それから文化的

な生活を送る、ということです。ですから、言葉ができ、文法が分かって、基本的な言葉

遣いができるということ以上の目標が日本語教育にあるでしょう、ということです。 

 そして、いろいろと調査をし、過去の文献を参考にして、日本に暮らす生活者としての

基本的な生活上の行為ができるようになるための日本語カリキュラムの基礎として、３０

単位を生活上の行為に表しました。例えば健康･安全に暮らす、消費活動を行う、目的地
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に移動する等々です。それから先程、文化的な生活と言いましたが、これはハイカルチャ

ーの話ではなく、ローカルチャーと言ってもよいのですが、ゲームの世界でカルチャーと

いう時に、大文字で書くカルチャー(CULTURE)と、小文字で書くカルチャー(culture)を

区別します。大文字で書くカルチャー(CULTURE)というのはそれこそハイカルチャーで、

精神生活を豊かにするというような意味でのカルチャーです。小文字のカルチャー

(culture)は常識の世界で上手くやっていくための規範のようなことを言います。ですから、

人と関わるのでしたら、しっかりと挨拶ができるかとか、社会の一員となるのでしたら、

地域社会のルール・マナーを守って地域社会に参加するというようなことが文化的な生活

を送るということの意味になります。そして、勿論自身を豊かにする、余暇を楽しむとい

うようなことも重要な生活の側面でありますから、その基本というところはそのような面

も当然含むということになります。 

 

生活者生活者生活者生活者としてのとしてのとしてのとしての外国人外国人外国人外国人にににに対対対対するするするする日本語教育日本語教育日本語教育日本語教育のののの標準的標準的標準的標準的ななななカリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム案案案案    

 そして、カリキュラム案の生活の側面というものが、配付資料１として出ています。３

０単位の中身がこれになります。それを各地域でその地域の事情にあったような形で活用

して欲しい、ということで活用例が出ており、そして、その地域で生活している人たちが

必要とすることを選んで、カリキュラムを編成していってほしい、ということです。そう

いった一人ひとりのポートフォリオ、つまり今まで何をしてきて、どういう目的で日本語

を勉強し、どういうところが弱いとか、そういった一人ひとりの査定に合わせてカリキュ

ラムが組まれるということです。ですからみんな一緒にやるのではなくて、一人ひとりに

合わせた形で指導するというような形の新しい言語教育のあり方が問われている訳です。   

そのような形で例えば日系人で就労したいと思っているような人であれば就労に関し

て、家庭で子育てをしたいという人には、子育てに関してということが提案されています。 

例えば、日系人就労者にとって切迫度の高いこととして「地域社会に参加する」、でき

ればできるようになりたいこととして「行動範囲を広げ、知り合い･友だちを増やすこと」、

今後できるようになりたいこととして「仕事で使うより高度な日本語を勉強したい」とい

うことがあります。そういう人に対して、〇〇地域では、どんな指導者・協力者がいて、

どんな協力機関があって、といったことを重ね合わせて、ニーズに合わせたカリキュラム

をつくっていく、ということです。 

 

日本語教師日本語教師日本語教師日本語教師がががが考考考考えるべきことえるべきことえるべきことえるべきこと    

日本語教師の重要な役割の一つは、日本語社会のコミュニケーションのあり方を巡る

新来者(外国から来た人)と受容者(ずっと前から日本にいる人)の仲介者となることです。

そこには、社会統合という考え方があります。ヨーロッパでは移民も含めて社会統合、つ

まりその移民の人たちが自立した市民の１人として、社会で生活するための政策がいろい

ろと立っています。 
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日本日本日本日本におけるにおけるにおけるにおける社会統合政策社会統合政策社会統合政策社会統合政策のののの必要性必要性必要性必要性            

日本では外国人政策が出入国政策とみなされてきたし、それから日本国民は日本民族

のことなのだ、という排他的な考え方がある。だが、これからの社会では公正な社会統合

が必要で、それは社会構成員に文化的な同質性を強要しないということです。だから今後

日本の外国人政策は多様性に基づく社会の構築という視点にたち、外国人又は外国出身の

民族的少数者が文化的アイデンティティを否定されないで、対等な構成員として社会に参

加し、豊かで活力ある社会の実現を目指すべきだ、ということです。そうすると、少し矛

盾があります。入ってきた人たちが文化的な多様性を多文化共生というからには、コミュ

ニケーションのことを考えると４０、５０の文化の人が、４０、５０の言語を話していた

のでは、社会統合としては成功しないことになるので、そこで日本語ということになりま

す。 

 

日本日本日本日本のののの言語選択言語選択言語選択言語選択    

ただ、何故、日本語なのかということをよくよく説得できなければいけないのではな

いか、ということです。Lingua Franca(リンガ・フランカ)という言葉があります。共通

語が何故日本語なのかということを考えて、それで説得する。そのために、日本語は実は

公用語ではないけれども、将来的には公用語という概念を導入して、日本語教育というこ

とにあたりましょう、ということです。公用語を設定したからといって、その人たちが持

ってきた言葉が忘れられるかというと、そうではなく、言語圏という言葉があります。日

本語を共通の媒介言語としましょうというと、それが国家の言語に対する権利ということ

になる訳ですが、自分の言語に対する権利も残るというのがカルヴェ２０００年の本に書

いてあることです。ですから、日本人である人たちも、それらの言語について学ぶという

ようなことが、将来的には義務化されるのかもしれません。では、そのことに向けてどう

いう人たちが働くのかというと、言語教育学の専門家、日本語教育の専門家とともに、行

政の人たちもそこに参加する、ということになっています。 

 

日本語教師日本語教師日本語教師日本語教師だからこそできることだからこそできることだからこそできることだからこそできること    

 日本語教師だからこそできることは、リンガフランカとしての日本語のあるべき姿を検

討して立案する。その次に言語純化主義と戦うということがあります。これは、第２部で

対象とする「やさしい日本語」とも関係しますが、日本人は、やはり国語というものの理

想像として、とても高いレベルだけを想定する。正しい日本語は、一つあるというような

考え方を言語純化主義といいます。 

 英語は今、世界語になっていますが、英語がなぜ世界制覇をできたかというと、いろい

ろな英語を容認したからです。世界語としての英語という時は、World Englishes といっ

て複数です。つまり、理想的な英語が唯一つあるのではなく、南アフリカの英語も英語、
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シンガポールの英語も英語、インドの英語も英語として一人前のコミュニケーション上の

価値を持つとしたからこそ、英語は世界語になれたのです。言語純化主義と戦うと同時に

無言の同化圧力とも戦う。つまり色々な日本人がいてよいということです。 

そして変種に耐性を持つ日本語コミュニケーションのあり方を提案する。これは、「や

さしい日本語」と直接結びつきます。私は言語学が専門ですが、日本語は世界の色々な言

語と比べて全然難しくはありません。文法は簡単、語彙も大したことはないです。では、

日本語をみんな難しいというのはなぜかというと、コミュニケーションの使い方が難しい

です。語彙が微妙に曖昧になったり、言いたいことを言わなかったり、というところが難

しいです。ですが、情報を正確に伝える曇りのない日本語もあってよくて、そういうもの

がその「やさしい日本語」と概念的に結びついていくということだろうと思います。 

 時間が経過しましたので、私の話は以上といたします。 

 

２２２２    パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション    

  ファシリテーター：坂内 泰子 氏(県立国際言語文化アカデミア教授) 

  パネリスト：中野 恵子 氏(平塚市通訳・翻訳ボランティアバンクコーディネー 

タ、平塚市文化振興委員会委員) 

        船越 英一 氏（大和市文化スポーツ部 国際・男女共同参画課 国

際・男女共同参画担当主幹兼係長）  

        山田 敦子 氏 (公益財団法人横浜市国際交流協会日本語コーディネ

ーター) 

コメンテーター：西原 鈴子 氏 

 

坂内坂内坂内坂内    泰子泰子泰子泰子    氏氏氏氏(県立国際言語文化アカデミア教授)    

 本日のパネルは先程、西原先生のお話にもありましたように、地域の自治体において日

本語教育の体制整備をどう行うか、ということを目的として計画されました。思ってみれ

ば、生活者としての外国人という言葉もごく最近聞くようになった言葉で、２０年前にそ

んな言葉はありませんでした。ただ、外国人の数が増えてきた、特別なところにいるので

はなくて、普通に電車に乗っても外国人と隣り合わせるというような状況が生まれたのは

９０年の入管法の改正からです。その方が暮らす地域で、色々な問題がおきて、その中で

集住都市会議のようなものが地域から国に対して、という形でおこってきました。 

 そして、平成２１年に文科省が日本語教育の体制整備として、国は国の役割、都道府県

は都道府県の役割、そして、市町村は市町村の役割という役割分担が出てきました。その

一番大変な実施という部分が本日お集まりの皆さんの自治体に関わってくる訳です。ただ

それはいくら自治体の課題、地域社会の課題であっても、「体制整備だ、実施しろ」と言

われてもなかなか行政だけのパワー、あるいは行政だけのリソースでできることではあり

ません。 
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 そこで今回は、既に地域での日本語教育の体制整備を手がけてこられた自治体からお三

方にお出でいただいて、これまでの事例をご紹介いただくことにいたします。今回来てい

ただいておりますのは、８０年代から地道に地域の国際化を国際交流協会の設立とともに、

先んじて行っておられた平塚市の試み、それからＮＰＯ団体と協働の形で事業を手がけて

おられる大和市の試み、そして地域の日本語学習支援システムの構築のために尽力してお

られる横浜市なか国際交流ラウンジの試みについてお話いただきます。それでは、最初に

平塚市の中野さん、お願いします。 

 

中野中野中野中野    恵子恵子恵子恵子    氏氏氏氏(平塚市通訳・翻訳ボランティアバンクコーディネータ、平塚市文化 

振興委員会委員) 

 先程の西原先生のお話や、それからパネリストのお二人、あるいは参加者の皆さんと比

べると、私は少し異質な立場かと思います。少し申し上げますと、平塚市には通訳･翻訳

ボランティアのバンクがあるのですが、私はそのコーディネータをしています。また協会

の職員でもありません。市役所には９９年（H１１年）から臨時職員として週に１，２回

通っています。日本語教室のボランティア活動は９２年（H４年）から始めました。国際

交流協会の 1 ボランティアで市の仕事にも少し関わっているところが、ここにおいでの

みなさまとは異質といえば言えるかもしれません。 

 

・・・・平塚平塚平塚平塚のののの日本語教室日本語教室日本語教室日本語教室についてについてについてについて    

 平塚市の国際交流協会というのは、１９９４年(平成６年)に始まりました。４月に発足

して、その１０月から日本語教室が始まりました。現在は７教室あり、昼が３、夜が４教

室あります。教室そのものは全体統一されているということではなくて、各教室それぞれ

でテキストも違います。また、日本語のレベルによってグループ別に勉強しているところ、

学習者と一対一で勉強しているところ、テキストも一つの教室の中でも違っているという

ふうに大変まちまちです。 

木曜日の夜には漢字教室を開いています。それはブラジルから来た青年が「ブラジル

では、家族で日本語を使って話をしていたので、日本に来てからも別に困らないけれど、

なんせ漢字が読めないと、日本の中では生活ができない、是非開いてくれ」という要望が

あって開いた教室です。ほかの教室は、会話教室ということになっています。 

実施回数は、一昨年(２００９年)が２４０回、学習者数は毎日通う方もいらっしゃいま

すので、延べ人数で４０４名です。昨年（２０１０年）は２３８回、２６２名です。これ

は３月の最終の曜日でも日本語教室がありますので、１月から１２月で区切っております。   

２０１１年の１月から６月は、夜に公共施設を使えないことが多く、回数は９５回と

少ないですが、学習者が２４９名もいます。８月は、夏休みのところも多いのですが、ど

うもこれまでになく多い学習者数になりそうです。 
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・・・・平塚平塚平塚平塚のののの在住外国人在住外国人在住外国人在住外国人のののの状況状況状況状況    

平塚の外国人登録者数を見ると、１９８９年(平成元年)には人口が２３万９，０００人

のところ、１，４２７人の外国人の方がいます。平塚市民の１６８人に１人が外国人です。

その後どんどん増えまして、２００４年（平成１６年）の５月３１日締めが一番多く、５，

０６６人でした。その後減りまして、平成２３年７月３１日は、平塚市民５５人に 1 人

という感じです。 

国籍を見ると、やはり１９８９年には韓国・朝鮮の方が多かったですが、翌年からはブ

ラジルあるいはフィリピンの方たちが増えまして、２００４年（平成１６年）にはブラジ

ルの方が１，２９３人です。これは実に平塚の外国人登録者数の４分の１にあたります。  

平塚の特徴だと思いますのは、国籍別に多い順に並べていきますと、上位にボリビア

が入ってくるということです。日本国内全体でも県内でも上位 10 カ国の中にボリビアは

入っていないと思います。 

ラジオのスペイン語キャスターのボリビアの方に「なぜ平塚はボリビアの人が多いの

かしら」と聞いたら、「自分が呼び寄せたんだ」とおっしゃっていました。色々な町で家

族、親戚やら友人を呼び寄せて増えていったという例はたくさんあるので、多分本当なん

だろうと思います。 

 

・・・・インターナショナルナパサインターナショナルナパサインターナショナルナパサインターナショナルナパサのののの活動活動活動活動についてについてについてについて    

 国際交流協会で日本語教室が始まった１９９４年１０月のことでした。日本語教室の前

後に、学習者が日本語で情報交換していました。英語が国際語だと思っていたのに、その

ような光景を見て、嬉しく思いました。内容を聞いていると、市が毎月発行する広報でも

間に合うような情報でした。あの当時、外国人は３Ｋの現場で働いて、労基法などもしっ

かりしてなかったので、１２時間労働当たり前、孫会社や小さい工場などで時間給で働い

てくれる外国人は本当に大事だった。彼らも出稼ぎと呼ばれていましたけれども、収入が

多ければよい訳ですから、そこで両方の利害が一致して、こういった働き方がありました。 

ですが彼ら外国人はタックスペイヤーですよね。それなのに、市の広報で間に合う情

報も届いていないということはおかしいのではないか、と思って、すぐにその広報から彼

らが必要だと思うような情報を英語・ポルトガル語・スペイン語でテープに入れました。

そして、その年の丁度７月から始まった放送局ＦＭ湘南ナパサへ三つの言語で入れたテー

プを持っていき、「こういう放送をしたい」と申し入れました。放送が始まったばかりと

いうこともあり、すぐにＯＫになりました。どの時間帯で、どのぐらいの分量･言語で放

送するとよいのかということを１１･１２月と試行錯誤を繰り返しまして、翌年の１月か

ら放送を始めることになりました。１０言語で始めまして、放送時間は、月曜日から金曜

日、８時５０分から９時までの１０分間、放送しました。１０言語ですので、５日ずつ２

週間でワンクールということで始まりました。ところがそのワンクール終わった時に、阪

神淡路大震災が起こりました。１月１日に国際電話でアメリカ、ブラジル、メキシコと
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「日本はこれから、新年が始まるよ」という新年の挨拶をしたりと、楽しく賑やかに始ま

ったのですが、大震災が起きて、この番組は楽しく生活情報を流しているだけではなくて、

いざという時に、本当に大事な役割があるんだなということを、みんなで確認しあったも

のでした。 

 東日本大震災の時、高いビルの 10 階にあるＦＭナパサの放送局は、大分揺れ、室内も

めっちゃくちゃになってしまいました。機械も少し調子が悪くなってしまったので、通常

番組はお休みしました。ただしこのインターナショナル・ナパサというものは大事という

ことで、毎週生放送をしました。 

    

・・・・東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災のののの際際際際のののの情報提供情報提供情報提供情報提供    

資料でつけていただいたのですが、東日本大震災直後の３月１５日の火曜日には、外

国人の方に分かりづらいだろうということで、計画停電や日本語教室の休講について放送

しました。最初１０言語で放送しましたがいろいろその後紆余曲折がありまして、最近は、

日本語･英語･ポルトガル語･スペイン語･中国語･タガログ語･韓国語で放送しています。そ

の１枚の原稿の放送が大体５分かかりますので、６･７言語だと３０分以上かかりますが、

それを１日に数回放送していただきました。毎週少しずつ内容を変えたり、加えたりしな

がら、４月１２日には、「地震に備えて」という内容を放送いたしました。私は、ボラン

ティア通訳のコーディネータをしていますけれども、そこで年に何回か集まって研修会を

したり、みんなで連絡会として話し合いをしたりします。５月に集まった時に、「地域の

情報はやはりナパサだ」と言ってくれた人がいまして、「あぁ良かったな」と思いました。

その後、登録しているボランティアや日本語教室を通じて、アンケートを実施しました。

地震後、外国人は国に帰ってしまったという噂が流れたけれども、１００通返ってきたア

ンケートの回答を見ると、その中で８０人以上は「帰らなかった」、「帰ったけれどもすぐ

戻ってきたよ」とありました。それから「これから日本に住みますか」という質問に対し

ては、「住みます」という人がほとんどでした。 

 

・・・・平塚平塚平塚平塚のののの日本語教室日本語教室日本語教室日本語教室のののの課題課題課題課題    

 これからの日本語教室の課題ですが、他のパネリストの方たちとは少し違いまして、私

たちの日本語教室はまだ素朴なスタートのままだというふうに、感じました。西原先生の

お話を伺いながら、とてもそこのレベルまではいっていないなと思いました。日本語教室

のボランティアたちは、日本語教室全体の総会のようなことをしようと、呼びかけても全

然出てきません。教室の責任者が出てくるぐらいで、本当に１０人未満です。教室の責任

者会議は、年に３回あります。少なくとも年に１回はスタッフみんなで集まりたいといっ

ていて、これが一つ上手くいけばよいかなと思っています。 

 多文化共生、それから町づくりという言葉がありますが、外国籍の人たちが「平塚に住

んでよかった」と思えるような町づくりを、私は色々な角度から一生懸命心がけてきたつ
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もりです。 

 そして、全体から見てもよい町づくり･暮らしやすい町づくりの中の一つが日本語教室

だと思います。日本語教室は、国際交流協会だけでなく、ほかにもありますので、その方

たちともネットワークを作りながら、町づくりをしていきたいと思っています。 

 

坂内坂内坂内坂内    氏氏氏氏    

中野さん、どうもありがとうございました。それでは大和市の船越さんからお話いた

だきたいと思います。 

 

船越船越船越船越    英一英一英一英一    氏氏氏氏(大和市文化スポーツ部 国際・男女共同参画課 国際・男女共同参画担 

当主幹兼係長) 

大和市の船越と申します。国際・男女共同参画課という部署で、国際交流と多文化共

生のほかに、男女共同参画と平和と人権の仕事を持っています。 

 私は、日本語教育の専門ではないので、多文化共生という観点から、外国人が色々な情

報を得るために、日本語が分からず損をしているということや外国人の方々の市民参加と

いった中で行った試みの話をしていこうと思います。 

 

・・・・大和市大和市大和市大和市のののの国際化国際化国際化国際化についてについてについてについて    

まず、大和市の国際化の現状についてお話します。大和市では外国人市民サミットと

いって、市長、そして２０人ぐらいの外国人の方々が出席して、自己紹介をし、今、自分

が訴えたいことについて話をするという試みを行っています。そこで話す時間は本当に短

いのですが、外国人の方々は、市長に直に届けるということに、意味があるというふうに

思っておられます。この取組みは今年で３年目を迎えまして、外国人同士のコミュニケー

ションも生まれてきています。多分にデモ的な要素もありますが、市民参加の一歩である

と思っています。 

 大和市の外国人の状況についてですが、平成２３年８月１日現在で、７０カ国、６，０

５３人の方が在住しています。ですが、リーマンショック以来、多くの方が減っていく傾

向にありまして、２年前のピーク時に比べますと、５００人弱ぐらい減っています。国籍

では、多いほうから中国、ペルー、韓国、フィリピン、ベトナム、ブラジルの順番になっ

ています。大和市には、なぜ外国人が多いのかとよく聞かれますが、行政では基本的に三

つのことをいつも言っています。厚木基地があり、またかつて難民定住センターがあった

ということ、そして、これはどこの市町村も一緒ですが、入管法の改正で、一気に増えた

ということがいえます。これも何故日系人、特にペルー人が多いのかと聞かれると、やは

り人が人を呼ぶということかと思います。前に聞いた話ですが、ペルーのバランカンとい

う地方では大和が有名だということを聞いています。 
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・・・・大和市大和市大和市大和市のののの多文化共生多文化共生多文化共生多文化共生のののの取組取組取組取組みみみみ                

外国人とともに、ということについて、事業の中で多文化共生が行われていくという

ことが目標ですが、これについては漠然としています。要するに、多文化共生が行われて

いるとは、どんな状態かという時にそれを数値化できるものはありません。ですが大和市

の中では、外国人の方々が普通に住んでいるという状態になったので、外国人が多くいる

のを見ても普通ですし、エスニックレストランも多くあるので、そういう意味では食など

の入り口ではもう違和感がなくなっているというような状況だと思います。文化という意

味では、２年前に大和市文化芸術振興条例という条例を作りました。これは、一般的に文

化芸術を高めていくという意味合いの条例ですが、この中で大和市は多文化共生の推進と

いうことを一つの売りとして、項目に入れました。内容はまだ伴っていませんが、一歩一

歩だというふうに思っています。 

それから、大和市が友好都市交流として、韓国の光明（くぁんみょん）市と友好交流

を結び、２０１１年４月にはやまと国際交流指針を作りました。多文化共生を表面に出す

中では、やはり抵抗感がある部分もあるので、指針を作って、これから具体的な中身を考

えていきたいと思っています。 

 そういった中で地域をつくっていくところでは、行政だけでは無理です。市民の意識を

高めていくことや、日本語教室を含めた団体のネットワークが必要であると感じています。 

 

・・・・多文化共生多文化共生多文化共生多文化共生のののの推進推進推進推進主体主体主体主体    

多文化共生を進める主体ですけれども、当課のほかに、財団法人大和市国際化協会と

いう協会があります。そこには、２００９年３月末現在で通訳・翻訳のほかに学習支援等

含め、２７４名のボランティア登録があります。日本語教室につきましては、元々、大和

市に難民定住センターもあったので、文化庁のお金を得ながら教室を作ってきました。学

習センター、保健福祉センター、青少年センターを拠点にしている教室もあります。また、

ＮＰＯ法人かながわ難民定住援助協会やエスニックレストラン、カトリックの教会等の団

体との連携が大事だと思います。 

 

・・・・日本語教室実施日本語教室実施日本語教室実施日本語教室実施におけるにおけるにおけるにおける協働協働協働協働についてについてについてについて    

今回、お話する協働事業は、ＮＰＯ法人かながわ難民定住援助協会と一緒に実施して

います。日本語学習支援では、日本社会が望むものと外国人が望むものをいかに共生して

いくかが重要です。 

 日本語教室につきましては、生活日本語ということで、外国人の方々が、日常で使える

日本語を学ぶということを目的に作ってきました。そのためには行政もＮＰＯも人・場

所・お金という部分で苦労していますので、ネットワークを活用して役割分担をしていこ

うという形で協働事業を進めてきました。 

 事業を始める時に抱えていた課題がいくつかあります。会場や活動費、それから実際に
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外国人が求めているニーズと日本語教室のありようがミスマッチであるところ、実際にボ

ランティアの方々のスキルアップがなかなかできていないというところ。そして市内の日

本語教室の関係の方々との連携、それを支援する自治体や企業、ボランティアの方々の役

割分担ができていないということを確認してスタートしています。その中で生活日本語と

いうことをテーマにして、教室を実施してきたのですが、具体的には今始めて２年目で、

５回シリーズの教室を年３回開催しています。夜の部を開催してほしいという声も多かっ

たので、昨年の後半からは昼間の部と夜の部とを分けて、今は年６回講座を開催していま

す。 

 

・・・・多様多様多様多様なななな連携連携連携連携とととと役割分担役割分担役割分担役割分担    

 今、協働事業をＮＰＯと進めていますが、大和市国際化協会とも連携をしています。特

に外国人の方々への講座のＰＲというところでは、多言語で案内を作ったり、スペイン語、

英語等の情報誌に講座を掲載したりもしています。ですが、やはり一番重要なのは、国際

化協会が外国人の方々に直に PR することです。今までこの教室につきましては、かなが

わ難民定住援助協会のほうで独自にやっていましたが、行政と協働したことで、今まで集

まってきた方たちにプラスして、より幅広く集まってきたということがあります。そうい

った部分についても、協働の意味があったと言われております。 

協働については、かながわ難民定住援助協会と市で役割分担をしています。それぞれ

特に強みを持った部分で特化できるということが大きいです。団体が持っている日本語指

導の専門性と、市が持っている広報や場所を確保するということについて分担をしている

ので、お互いが少ない資源で多くのことができるというような形になっております。 

協働事業を始めて、２年が経ちましたが、今、市の国際･男女共同参画課と国際化協会、

そのほかに、学習センターというところでお金を出してもらって、協働事業のスタッフ養

成講座をやっていただいています。そういう意味では協働事業は２者でやっているけれど

も、それ以外の方々との連携もできてきたといえます。 

日本語教室の中では、給与明細を読み解いたり、教育費や交通費について学んだり、

受講生のレベルに差がありますが、このように工夫をして講座を進めています。生活に関

する日本語という部分では、まだまだ実験ですが、先程、西原先生のほうからお話があり

ましたとおりに、生活者としての外国人が地域に参加をしていくという中では、日本語の

読み書きができないといけないということもあります。そういう意味では、この試みはま

だ２年目ですが、引き続きやっていこうと思っています。以上です。 

 

 

坂内坂内坂内坂内    氏氏氏氏    

船越さん、ありがとうございました。それでは３人目は、横浜市国際交流協会の山田 

さんお願いいたします。 
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山田山田山田山田    敦子敦子敦子敦子    氏氏氏氏（公益財団法人横浜市国際交流協会日本語学習コーディネーター) 

 横浜市国際交流協会の日本語学習コーディネーターの山田敦子と申します。本日は「生

活日本語学習支援システム構築に向けて」と題しまして、横浜市中区なか国際交流ラウン

ジの取組みについてお話ししたいと思います。 

 まず、中区の特徴ですが、１８区の中で外国籍の方が一番多いです。１割を超えていて、

１０.５９パーセントです。横浜市全体ではわずか２.１パーセントですので、大変多い人

数が中区に住んでいます。中華街には外国人コミュニティがいろいろと存在しております。

そして、外国人学校、国際的な機関、外資系企業も多数存在しております。 

日本語学習環境としては、ボランティアによる日本語教室が８つあります。そして日

本語学校も４つありますが、先程から話が出ているとおり、生活者としての外国人のニー

ズに対応できるようなプログラムがなかなかないというのが実情だと思います。 

 そんな中、２００８年１０月に中区役所より横浜市国際交流協会がなか国際交流ラウン

ジの運営を受託しました。なか国際交流ラウンジでは、中国語と英語のスタッフが常駐し

ておりまして、情報提供・相談業務を行っています。多文化共生事業としては、「国際理

解セミナー」、「外国人生徒のための学習支援事業」、そして、大人の外国人住民向けの

「日本語学習支援事業」の３つです。本日は、三つ目の「日本語学習支援事業」について

お話したいと思います。 

 「日本語学習支援システムの構築に向けて」、二つの視点から、一つはボランティア教

室との連携、もう一つはラウンジ主催の日本語教室･初期指導特化の教室の取組みについ

てお話したいと思います。 

 

・・・・ボランティアボランティアボランティアボランティア教室教室教室教室とのとのとのとの連携連携連携連携    

 まず、ボランティア日本語教室との連携ですが、元々、日本語学習というのは長い間、

そして現在進行形ですが、ボランティアの方が担ってきています。ラウンジができたこと

を契機に、まず中区にあるボランティア教室のヒアリングから始めました。そして、情報

交換会を行いまして、顔が見える関係作りを心がけてきました。ボランティア教室同士も

それぞれ独立して活動していて、お互いを知らないという状況もありましたし、また、区

の職員、ＹＯＫＥ、ボランティアの人たちも、それぞれ情報はあるのだけれども、やはり

お互いを知らないという状況でした。ラウンジができることを契機に顔が見える環境作り

に取組んでいます。 

また、ボランティア研修講座も行っていますが、もっと日々気軽に相談できる場とし

て、ボランティアのための相談窓口も開設しています。広報協力としましては、ホームペ

ージで教室情報を提供しています。それと紙媒体でも中区内のボランティア教室マップを

作りました。これは中国語と英語で訳されており、学習者にも支援者の側にも、どちらに

も情報提供を行っています。 
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・・・・初期指導特化初期指導特化初期指導特化初期指導特化のののの日本語教室日本語教室日本語教室日本語教室    

 ラウンジを開設した１年後にラウンジ主催の初期指導に特化した日本語教室を開講いた

しました。目的は来日間もない外国人区民への初期日本語学習支援です。そのため、短期

滞在者の方はお断りしています。長期滞在者の日本語学習の入口をサポートするという視

点で、入門・初級前半レベルに限定しています。５・６名の小グループに分かれ、全体で

は３０から４０名ぐらいが、ここで学習しています。受講上限も設けていて６０回までと

しています。もっと勉強したいという方が多いですが、「次に来る方に席を譲ってくださ

い」と理解を求め、この初期指導では６０回を上限としています。また、入口をサポート

するという視点ですので、オリエンテーション機能を持つ初期日本語教室と位置付けてい

まして、横浜で生活する上で必要な情報も英語・中国語スタッフを中心に随時情報提供し

ていきます。 

 そして、教室活動としては、区役所と連携して横浜で生活がより安全で快適になるよう

に、生活に密着した体験プログラムを取り入れています。具体的には、今年度ではごみ分

別、通報体験、防災講座を行います。ここでのポイントは、外国人も日本人も共に体験を

する、お互いを知るという趣旨でプログラムを組んでいることです。ボランティア教室も

勿論、ごみ分別の学習や避難所についての学習を行っていると思いますが、今回のこのプ

ログラムで大事なのは、区役所の人が直接ボランティア教室に足を運んで、職員として、

また住民の１人として実際に外国人の方と触れ合う体験をするということで、これはとて

も大事なことだと考えています。 

 

・・・・顔顔顔顔のののの見見見見えるえるえるえる関係作関係作関係作関係作りとりとりとりと日本語教室日本語教室日本語教室日本語教室のののの課題課題課題課題    

 以上のことをまとめますと、外国人当事者、ボランティア教室、なかラウンジ、中区役

所、この四つが、ラウンジができたことを契機に、「日本語学習支援システム」とまでは

まだいかないですが、お互い顔が見える関係性ができて、次に具体的な行動を起こしやす

くなった、区役所と外国人の距離も近くなったということではないかなと思っています。 

 最後に、課題としては、外国人当事者が参画できる仕組みがまだ十分ではないという点、

それと、ボランティアの方たちとも対話を重ねてきましたが、情報交換だけではまだまだ

不十分であり、また、会の代表者の方だけと情報交換するというだけでは不十分です。ボ

ランティアの方たちとも一緒に何か事業を行うなど、具体的な協働の取組みができれば、

もっと連携が進むのではないかと思っています。 

 

・・・・大事大事大事大事なななな視点視点視点視点    

 最後に、なかラウンジの活動の経験から、皆さんにお伝えしたいことが二つあります。

これは直接なかラウンジの話とは少し違いますが、活動の中で感じたことです。 

 まず「地域づくり」につながる日本語教室についてです。日本語教室というと、語

学教室のような感じで、テキストがあり、学びたい人がいて、教えたい人がそろえば、
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「はい、開講できますね。はい、教えてください」といった感じになってしまいますが、

そうではなく、やはり「地域づくり」につながる日本語教室という視点がとても大事だと

思っています。実際にやり取りする体験を促すようなプログラムを通して、日本人の側も

色々な文化に触れ、豊かになれます。そういう意味では、外国人はとても大事な人材であ

るということだと思います。また、一般の人にインタビューしたり、職員の人に利用方法

を尋ねるなど、できるだけ使うチャンスを増やし、双方の体験になるような工夫をしてい

ます。 

 

日本語教室に来てくれる外国人の方とは、継続的な関係性ができてきますが、日本語

教室に来られない多くの方がいます。その人に対してはどうすればよいのかということで

すけれども、この日本語学習支援システムの本当の入口は、私は行政窓口だと思います。

外国人登録のところには必ず皆さん行きますから、そこで手続きをするというだけではな

くて、最低限の情報、横浜で生活するために必要な生活情報、行政のサービス情報を提供

する仕組みがあるということがとても大事だと思っています。青葉区や緑区などでそうい

ったものをパッケージにしたウエルカムキットというものがあって、外国人登録窓口で配

布されています。中区もやっとそういったものを作り、外国人登録窓口で手渡している、

この手渡すというところがとても大事だと思います。 

 この二つが活動の中で私が感じたことで、皆さんにお伝えしたいことです。どうもあり

がとうございました。 

 

坂内坂内坂内坂内    氏氏氏氏    

山田さん、どうもありがとうございました。 

それでは、最後に私どものアカデミアで行いました、愛川町での試みのことを簡単に

ご紹介させていただきます。 

 

・・・・ゼロビギナーゼロビギナーゼロビギナーゼロビギナー対象講座対象講座対象講座対象講座のののの試行試行試行試行    

昨年の秋に、私どもは、アカデミア開所に先駆けて「どこかでゼロ・ビギナー対象の

講座をやりたいね」といって、試行場所を探しておりました。ところがそんな場所は中々

ありません。そのうちに厚木保健福祉事務所をご紹介いただき、「話せない人が多くいま

す、ゼロ・ビギナーたくさんいます」ということで、外国人の生活困窮者を対象にして実

施するということになりました。学習者の人選は保健福祉事務所のほうでしてくださるこ

とになりました。実は愛川町の生活困窮者のうちの１２.４パーセントはこの時点で外国

の人でした。そこで私どもとしては、教員２名(メインとサブ)で出張して実施しました。

会場は愛川町の公民館を使いました。そもそも私たちの最初に企画しておりました講座は、

特に生活困窮者の方を対象にというものではありませんでした。最低限、自分の名前が言

え、自己紹介ができて、名前ぐらいは字が読めてというレベルのことだけをして、その間
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にその方が通えそうなボランティアグループを探そうというような企画でした。そのため、

１回２時間を週２回で５週間、合計２０時間と、なか国際交流ラウンジのものよりもかな

りボリュームの小さいものを考えていました。 

講座に学習者としていらっしゃった方は１０名、全てスペイン語話者です。平均年齢

４６.８歳、若い人でも３０代で、６０代の方が１名おられました。その半数以上は１０

年以上の滞日歴、もっと正確に言いますと、滞日歴が一桁だった人はたった４名でした。

ではこの人たちが、本当にゼロ・ビギナーかというと、勿論そうではないです。そうでは

ないですが、できるというレベルではありません。日本語教室関係者でない方には少し分

かりづらいかと思いますが、日本語能力試験４級を軽くクリアできそうな人は１人ぐらい

で、その人が一生懸命勉強すれば３級に届くかな、という感じでした。 

 

・・・・自立支援自立支援自立支援自立支援としてのとしてのとしてのとしての日本語教室日本語教室日本語教室日本語教室    

自立支援としての日本語教室ということが、私たちの教室のテーマになりました。自

立支援というのは、生活困窮の方の自立というと経済的な自立と思いがちですが、２００

４年に厚労省が出した報告書によれば、日常生活の自立、社会生活の自立というものも含

まれます。私どもが考えたのは、日本語を勉強することで元気が出るように、それから

「日本語をまだ自分は学べるんだ、新しいことが分かるんだ」という自信、それから権力

性のない人間関係です。私どもは教師としていった訳ですが、先生と生徒というのではな

くて、さんづけでよいのではないか、多少欺瞞的な気もしますけど、普通の関係を持ちた

い、と、そんなことを目的に始めました。保健福祉事務所のほうでも最初は、３回もやる

と誰も来なくなるのではないかということを真剣に心配していました。私どもも「３回め

になったら本当に今日は１人だなんてことになったらどうしょうか」と思っていました。

それに学習適性のない人が多いのではないか、という心配もありましたので、最初は自分

の名前がひらがなで書けること、できれば住所も書けること、そのぐらいの目標でした。 

 

・・・・日本語学習日本語学習日本語学習日本語学習のののの場場場場としてとしてとしてとして    

日本語学習の場としては、学習者の方がお持ちの日本語の断片を整理して、少しでも

運用力を上げること、そして識字です。例えば、“愛川町”は、大変“愛”という字が難

しいです。結果的に言えばその字を読めるようにはなりますが、空で書けるようにはなら

なかったと思います。 

あと、日本語学習として気をつけたのは、学習者にとって現実的な場面を取り上げる

ことです。例えば旅行、交通機関の利用といった場面がありますが、全然駄目です。やは

り生活に困っていると、無駄な移動はありません。ですから、バス停の説明もあまり現実

的だとは言えなかったと思います。同じことを言えば、日本語教科書の最初は「会社員で

す」とか「教師です」とありますけれども、そこに当てはまる言葉がないというのも少し

当惑しました。 
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それからもう一つは、学習者側から発信可能な話題というものを一生懸命探しました。

料理は話題として意外に当たりましたし、たまたま私たちが交通の話題が駄目だと気づく

前に、愛川町から自転車に乗って、横浜のみなとみらいに行って遊んだという方がいらっ

しゃいました。そのため、みなとみらいについては、話題として当たりましたけれども、

それは偶然です。生活の情報について提供できるものは、語学力が限られていますので断

片ですが、色を教える時に、お肉は赤い食べ物だというようなことで栄養素の話をしたり、

白地図を使って、愛川町がどこにあるかということを、把握したりしながら言葉の勉強を

しました。 

 

・・・・事業事業事業事業のののの成果成果成果成果    

この間に厚木保健福祉事務所では、日本語学習を、外国人被保護者等に対し、外国人

支援にノウハウのある関係機関等と連携を図りながら実施するという、「自立支援プログ

ラム」として、事業化されました。 

この事業は自立支援という意味で、成果がありました。受講者の年齢等考えると、や

はり言葉ができて就職できるというよりは、言葉を学んだことで顔が上を向いてきたとい

うこと、それはもう本当に目覚しかったです。実際、皆さん、特別な用がない限り、１０

回全回通ってくださいました。実際に就労できた方が２名、就職寸前までいった方が１名、

その他地域の日本語教室に参加してくださった方がいました。そして、地元の自治会に入

りたいと言った方もいました。 

この事業は今年度も行いました。ただ、今年度はボリュームアップして、県内どこか

ら声がかかっても、出前で行くという企画です。ただし全２０時間です。その代わり呼ん

でくださるところには、一切の費用負担はかけない、ということで使っていただいていま

した。そこで、その先を保健福祉事務所のほうで考えてくださって、ステップ２として、

２０１１年７月末から日系人支援のノウハウを持つＮＰＯに依頼して、全５０回の教室が

継続されております。会場は今年度に入ってからは、愛川町のご協力がいただけまして、

私どもの全２０時間のプログラムも愛川町で行いました。それからステップ３として、今

度は卒業ですけれども、厚労省の日系人就労支援の日本語教室に参加してもらえるように

と、つまり経済的な自立の目指せるような年代の方はそちらに行っていただくという計画

になっております。 

 今後の課題として、資料４の７に書いたようなことがあります。以上です。 

 

 

 事例発表を一通り、終わらせていただきました。それでは簡単な質問を私から皆さんに

させていただきたいと思います。 

 まずは平塚の中野さんに伺います。ＦＭナパサという地域コミュニティ放送の震災時の

原稿ですけれども、正直申し上げて、日本語が少し外国の人には難しいかなと思いました。
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これは日本人を対象にしたものなのでしょうか、それともほかの理由でこういった日本語

になったのかということが一つです。もう一つですが、平塚は夜の日本語教室がすごく充

実している。普通、日本語教室はどうしても午前中に偏ってしまうと思いますが、どうし

て夜が充実したのかを簡単にお願いします。 

中野中野中野中野    氏氏氏氏    

それでは夜の日本語教室のほうから申し上げます。最初、１９９４年１０月に日本語

教室ができたあとは、大体１年おきにボランティア養成講座、それからブラッシャーズ講

座を続けてきました。つい先週からも第１０回目のボランティア養成講座を実施していま

すが、「日本語教室をここに作りたいね」というところへ、そのボランティア養成講座を

充てています。最初は土曜日に教室を開きました。「今度は水曜日の夜に教室を開きたい

ね」ということで、水曜日の夜にボランティア養成講座を持ってきました。そうするとそ

の日に都合の良い方がいらっしゃるはずだから、そこへ日本語教室ができるだろうという

ことです。 

 

 それからインターナショナル・ナパサの原稿ですが、３年前から、ある大手会社の中南

米支局の責任者をしていた方に、是非インターナショナル・ナパサの原稿を多言語で作っ

て欲しいということをお願いしました。私は情報は提供しますが、彼に全部お任せしてい

ます。彼はすっとビジネスマンだったものですから、難しい言い回しになりがちです。た

だ、ボランティアでずっと続けてくださっていて、情報を集めることもお任せしています

ので、余計なことを言うと、彼も一々構えて原稿を作ることになるかなと思っています。

研修の第２部に「やさしい日本語」というものがありますけれども、「やさしい日本語」

を作るのは大変難しかろうと思います。 

    

坂内坂内坂内坂内 氏氏氏氏    

ありがとうございます。 

 次に、船越さんに一つ伺いたいと思います。協働事業というのは、１年とか３年という

形で期間が限定されているように思います。良い事業であるにも拘らず、期間いっぱいに

なった時に、継続する手立てというものはあるのでしょうか。 

    

船越船越船越船越    氏氏氏氏    

協働事業につきましては、提案した翌年から３年間という時限に制度上はなっていま

す。ただ、その事業が３年経過した時に、NPO 独自でできるのか、若しくはまだまだ協

働でやっていくのかということについて、担当課とＮＰＯ、そして協働事業を進めていく

市民活動課と協議をして、引き続き協働したいということになれば、もう一度提案をして

続けるということがあります。そのため、時限は３年ですが、延ばしていくことが可能な

制度です。 



 - 36 -  

 

坂内坂内坂内坂内    氏氏氏氏    

ありがとうございました。最後に横浜市国際交流協会の山田さんに伺います。先程、

中野さんからも、ボランティアの方々に対してとても人間的な配慮をされているお話があ

りました。同じように中区のラウンジで、何かボランティアさんに対して配慮なさって動

いているということはありますか。 

 

山田山田山田山田 氏氏氏氏 

ボランティア教室の方や他のボランティア団体も含めて、皆さん想いを持って活動さ

れています。また、長く活動している方は、それぞれの考え方･やり方というものがあり

ます。その方たちのおっしゃることも大事に聞きながら、ボランティア教室との関係性で

いえば、少しずつつながりながら、緩いネットワークの中で、人間関係ができてくる。そ

れを続けていたら、色々と一緒に取組めるのではないかと思っています。 

 ですので、ボランティアの方たちがなにかあった時に、「ちょっとラウンジに聞いてみ

ようかな」と思ってもらえたら、よいのではないかなと思います。 

 

坂内坂内坂内坂内    氏氏氏氏    

ありがとうございました。西原先生のほうから何かお言葉をいただけますか。 

 

西原西原西原西原    氏氏氏氏 

お話の流れの上で、私がこれだけは申し上げたいと思っていたことが、話題になった

ので嬉しく思いました。つまりどういう種類の行政であれ、行政の方が一番苦労なさるの

は、ボランティアの方の取扱い方ではないのかなと思います。本当に日本の市民社会が成

熟するためには、ボランティアの質の向上、それは技術の向上ではなく、ボランティア精

神の向上というものがないと困ると強く思います。それが一番平たい言葉で言えば、行政

の方々はボランティアに勝手させてはいけない、ということだと思います。 

コミュニティ心理学という分野がありまして、その中で、介入という言葉がよく使わ

れます。行政が介入しようとするところに、ボランティアがついてくるという構図の中で、

ボランティアはそれなりに自分の行動にアカウンタビリティーを持たなければいけないと

いうことをどのように指導したらよいのか、ということが皆さん方の頭の痛いところでは

ないかと思います。これはコーディネーターの方からではなく、市のもう少し高いところ

から言ってもらわないと困る。コミュニティ心理学の方が「あなたの成長ということがボ

ランティアの意味なのだから、そのことについてあなたは責任を持たなければいけないん

だということを、何か別の口から教育してボランティアをやってもらわないと、ボランテ

ィアは質が向上しない」とかなり端的におっしゃっていました。やはりそのことが地域に

おいて、多文化共生を育てていくために、日本人側に向いていうべきことなのではないか
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と思います。 

大多数の地域の方々と、それから入ってくる外国人の方々との間に立つ、仲介者とし

てのお役目が国際交流協会にも行政にもあります。そうすると半分は勿論外国人に対して

何かをするということですが、もう半分は大多数の日本人又はその選挙民に対して、多文

化共生のために、私たち受容社会が何をしなければいけないかということをボランティア

も含めて努力していくことです。それは大変ではありますが、それでもそれぞれ巧みなや

り方で進めてらっしゃるなというふうに思いました。例えば先程のビジネス出身のボラン

ティアの方々についてもご自分で気づくまで待っているよりは、誰かに少しテコ入れをし

てもらわないといけないところにきているのかなと思います。ただ、それをどのようにや

るのか、ご苦労していらっしゃるなと思います。やはり今後は行政全体で考えていく、と

いうことが必要になるのではないかと思いました。 

 

坂内坂内坂内坂内    氏氏氏氏    

ありがとうございました。ここでそれぞれの事例を皆さん方と共有することができま

した。また、それについて西原先生からも行政のご担当の方、あるいは国際交流協会等で

ご活躍の方に対しても、外国人のためにどうするかということだけではなくて、その反対

側の日本人のボランティア、あるいは一般市民に対して、どう啓発していくかというよう

な宿題をいただいて、とても有意義な会になったと私は思っております。ここで先生のご

講演も含めて、ご質問がありましたら、お願いします。 

 

 

３３３３    質疑応答質疑応答質疑応答質疑応答    

フロアフロアフロアフロア参加者参加者参加者参加者    

大和市の船越さんにご質問します。お話の中で、日本語学習における課題の解決方法

の中に、企業との連携というお話が出てきたかと思います。やはり外国人が多く就労され

ている企業にも日本語学習に関わっていただきたいなと思っておりますが、何か具体的に

事業を進めていく上で、企業との連携事例がありましたら教えていただきたいなと思いま

す。 

 

船越船越船越船越    氏氏氏氏                

なかなかないのが現状です。大和市国際化協会に、「自分の企業で抱えている社員のた

めに、日本語を教えてほしい」と言われることがあったようですが、窓口に来る方から見

ると、その企業の中で、自分たちが置かれている勤労条件などについて、説明できない方

もいらっしゃいますし、現状としてはその会社の中で必要な日本語が分かればよいという

ようなことも聞いています。  

国際化協会に講演依頼を受けて、職員が企業にお話をしに行ったり、また、国際化協
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会には賛助会員という制度があって、個人や企業からお金をいただくといったように、地

道にやっていくことが必要だと思っています。それが今の現状です。 

 

 

西原西原西原西原    氏氏氏氏    

 私は、静岡の浜松と深く関係していて、先程の生活者としての日本語のプログラムを試

験的に浜松でやってもらっているのですが、その日本語教室で、バスの乗り方について遠

鉄バスが車両を提供してくれるといったようなことがあります。それは国際交流協会の人

間が走り回って、とにかく教室の中へ地域を借り出してくるということをやっています。

遠鉄バスにしても、薬局にしても、外国人のお客さんも来てくれる訳なので、市民の１人

としての外国人をどのように扱うかということにおいて協力してもらうということをやっ

ています。それから、ヤマハ発動機は社員研修の一部として、日本語を教えるというよう

なことをやっています。そこでは、ボランティアをすると会社がポイントをくれ、それが

ボーナスに加算されるといった CSR があるようです。これは大企業でないと難しいかと

思いますが、炊き付けるのは国際交流協会のほうで、乗ってくるのが企業。炊き付ける時

に、企業にも「こんなメリットあるでしょう」といって炊き付けるということが必要だと

思います。 

 


